


CHAPTER1     更年期以降の女性のカラダに起こること

女性ホルモンは、生
理や排卵をコントロ
ールするだけでなく、
女性のカラダの健康
を維持し、カラダの
巡りをよくするため
にとても大切な役割
を果たしています。

そのため、女性ホル
モン値がさがると・・・

これらの症状がでてきます。一つでも気になる症状があったらそれは更年期症状。
長い方は生涯その症状で悩む方も多いです。そのため加齢によるものとあきらめて
しまっているシニア世代、介護世代の方もいらっしゃいます。
仕方ない・・・であきらめず、適切なケアで身体の気血水の巡りをよくし、これらの不調
を乗り越え、＜幸年期＞にしていきましょう。

CHAPTER2     更年期以降は骨盤底障害とGSMに注意！

骨盤底筋群とは内臓を支える一番底にある筋肉群のこ
とで、大小便を貯めたり、排泄する機能が具わっていま
す。
骨盤底筋は生まれつき弱い人もいますが、一般的には
出産や閉経、加齢で骨盤底筋が薄くなり、弱ってきます。

骨盤底障害の代表的症状が尿失禁と骨盤臓
器脱です。
尿失禁には腹圧性尿失禁と過活動膀胱があ
ります。
また骨盤臓器脱には３つのタイプがあり、子
宮脱、膀胱脱、直腸脱などがあります。
どれも多くの更年期からシニア期を迎える女
性が悩んでいる症状で、何科にいっていいの
かわからず困っている方が多く見受けられま
す。
骨盤底障害の原因は、分娩・加齢・遺伝・女性
ホルモンの減少・便秘・喫煙・慢性肺疾患・呼吸
障害・睡眠不足・過労といわれています。
加齢や女性ホルモンの減少はどなたも経験す
ることですので、40代後半以降の方にはだれ
にでも起こる障害といわれています。

閉経後性器尿路症候群とは、閉経後の性ホルモン分泌低下で生じる性器および尿路の
形態的変化と機能障害の総称で、海外ではgenitourinary syndrome of meno-
pause(GSM)と呼ばれています。2014年に国際学会で提唱された新しい概念です。

女性ホルモン値の低下によって、外陰部や膣が委縮し、不快な身体症状を起こし、生活
の質の低下を招きます。GSMは慢性かつ進行性の疾患であり、中高年女性の約半数が
り患しているという報告があります。

自覚症状としては
✓陰部のイガイガや灼熱感　✓膣のゆるみや異臭　✓頻尿・尿もれ・再発性膀胱炎
✓性交時の腟分泌物の減少等による性交痛　✓性交時の不快感や疼痛、性交後出血、
✓性交時の快感の低下　などがあります。

これらのトラブルは、クリニックではホルモン補充療法（HRT）のほか、軟膏やジェルが
処方されます。その他、モナリザタッチ（炭酸ガスレーザー治療）、エムセラ（高密度焦点
式電磁治療）なども。乳がん好発年齢である更年期以降、ホルモン療法は避けたいもの
ですし、エムセラなどは自由診療になります。

女性ホルモンは男性に比べ急激に減少します 骨盤底とは・・・

GSM（閉経後性器尿路症候群）とは・・・

精神・神経系
頭痛・めまい・耳鳴り
物忘れ・憂鬱感

判断力や集中力の低下
不眠・不安・倦怠感

など

自律神経系
のぼせ・ほてり
冷え・動悸

息切れ・手足の冷え

知覚系
しびれ

アリがはうような感じ
痒み

知覚過敏・鈍痛

皮膚・分泌系
皮膚や粘膜の乾燥
湿疹・発汗
ドライマウス
唾液分泌異常
ドライアイ

運動器系
肩こり・腰痛
関節痛・背筋痛
筋肉痛

消化器系
食欲不振・吐き気
便秘・下痢
腹部膨張感
のどのつかえ

泌尿器・生殖器系
月経異常・頻尿・残尿感
性器下垂感・性交障害
外陰部のかゆみ

骨盤底臓器脱の種類
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